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走るの大好き、踊るの大

好き。はるかお兄ちゃんが

一番好き！元気で明るい子

に育ってね♪

父　良・母　容子さん

三宅
みやけ

あまねちゃん
1歳３カ月（笹尾）

天野
あまの

一平
いっぺい

くん
1歳５カ月（槻並）

よく食べ、よく寝て、よ

く遊ぶ。いたずら大好きな

一平。これからも、お姉ち

ゃんと仲良くね。

父　一八・母　美絵さん

第16回

猪名川町立幼稚園
合同絵画展

と　き　11月27・28日（木・金）

午前９時30分～午後４時30分

ところ　文化体育館 小ホール

問い合わせは、学校教育課

（�766－6000）へ。

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
到
来

1 1月1 5日から２月1 5日までの

間は、狩猟が解禁となります。

（ニホンジカは２月2 9日までで

す）解禁期間は次のことに十分

注意し、事故防止に努めましょ

う。

【狩猟者の皆さんへ】

�猟銃の発砲にあたっては、

あせらずに必ず矢先（獲物）の

確認をしましょう。

�狩猟にあたっては、目立つ

服装や帽子を着用しましょう。

�銃猟が出来ない場所（銃猟

禁止区域、公道等）では絶対に

しない。

�銃の持ち運びや自動車内、

家での保管は決まった方法を守

りましょう。

�ワナには決められた標識を

付け見回りを励行しましょう。

�猟犬の管理を徹底し、必ず

連れて帰りましょう。

�焚き火や煙草の火には十分

な注意と後始末をしましょう。

【入山者の皆さんへ】

�目立つ服装で入山しましょ

う。白いタオルはシカと間違わ

れやすいので注意してくださ

い。

�土曜・日曜日などはハンタ

ーが集中しますので特に注意し

てください。

問い合わせは、農林商工課

（�766－8709）へ。

入入 山山 者者 のの 皆皆 ささ んん ごご 注注 意意 をを ！！日生中央駅前
情報プラザのご利用を

現在、同プラザでは住民票や印鑑登録証

明書などの時間外の受渡しや、町の観光案

内・特産品の展示販売などを行っていま

す。現在の業務に加え、ハローワーク伊丹

が管轄（伊丹市、川西市、猪名川町）する

求人情報を一般・中高年・パート求人別に

分けて設置しています。情報の最前線発信

基地として、これからも大いに利用してく

ださい。なお、同プラザの営業時間は次の

とおりです。

【平日】午前11時～午後７時

【土・日・祝日】午前９時～午後４時

【定休日】水曜日

問い合わせは、同プラザ（�7 6 5－2 2 2 2）

へ。

火
災
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
ろ
う

救
急
時
に
は

迅
速
な
対
応
を

平
成
15
年
１
月
か
ら
10
月
ま
で

の
火
災
発
生
件
数
は
８
件
（
前
年

12
件
）
で
、
前
年
同
期
と
比
較
し

て
４
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
火
災

種
別
は
、
建
物
火
災
が
３
件
（
前

年
４
件
）
、
車
両
火
災
が
３
件
（
前

年
０
件
）
、
そ
の
他
火
災
が
２
件

（
前
年
４
件
）
と
な
っ
て
お
り
、
建

物
火
災
と
そ
の
他
火
災
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
車
両
火
災
は
増
加
し

ま
し
た
。
な
お
、
前
年
発
生
し
た

林
野
火
災
（
４
件
）
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る

死
者
は
な
く
、
負
傷
者
は
３
名
（
重

傷
者
１
名
、
軽
傷
者
２
名
）
で
し
た
。

火
災
の
原
因
は
、
た
き
火
が
２

件
、
天
ぷ
ら
油
、
ラ
イ
タ
ー
、
放

火
の
疑
い
が
各
１
件
、
不
明
が
３

件
と
な
っ
て
お
り
、
た
き
火
が
燃

え
広
が
っ
て
建
物
に
燃
え
移
っ
た

火
災
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
準
備
を

し
て
い
て
出
火
し
た
火
災
、
ガ
ソ

リ
ン
の
取
扱
い
を
誤
っ
た
た
め
に

出
火
し
た
火
災
な
ど
、
火
の
使
い

方
が
不
適
切
だ
っ
た
た
め
に
火
災

と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま

す
。な

お
、
過
去
５
年
間
の
火
災
件
数

の
推
移
は
別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

最
近
、
全
国
的
に
悪
質
な
消
防

用
設
備
業
者
な
ど
に
よ
る
訪
問
販

売
や
訪
問
点
検
で
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し

て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

点
検
業
者
の
手
口
は

▽
消
防
署
に
関
係
が
あ
る
よ
う

に
装
い
、
一
般
家
庭
に
消
火
器
を

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
か
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す

▽
お
年
寄
り
な
ど
を
狙
っ
て
、

強
引
に
購
入
を
勧
め
ま
す

▽
消
火
器
を
た
く
さ
ん
設
置
し

て
い
る
施
設
を
狙
っ
て
き
ま
す

▽
出
入
り
の
点
検
業
者
を
巧
妙

に
装
い
ま
す

▽
点
検
の
承
諾
を
あ
い
ま
い
に

す
る
と
、
す
ば
や
く
施
設
内
の
消

火
器
を
集
め
だ
し
ま
す

▽
内
容
を
説
明
せ
ず
、
一
見
合

法
的
に
み
え
る
書
面
に
署
名
、
押

火
の
用
心
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

印
を
求
め
て
き
ま
す

ト
ラ
ブ
ル
事
例

《
一
般
家
庭
の
事
例
》

「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」

と
作
業
服
を
着
た
男
が
現
れ
、
一

般
家
庭
に
も
消
火
器
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
せ
る
説

明
を
し
、
消
火
器
を
買
う
よ
う
に

要
求
し
た
。
本
当
か
ど
う
か
疑
問

に
思
っ
た
が
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に

２
万
５
０
０
０
円
の
消
火
器
代
金

を
払
い
、
あ
と
で
騙
さ
れ
た
と
気

づ
い
た
。

《
薬
品
会
社
の
事
例
》

「
消
火
器
の
点
検
に
来
ま
し
た
」

と
言
っ
て
窓
口
の
事
務
員
に
契
約

書
を
見
せ
サ
イ
ン
を
求
め
、
消
火

器
32
本
を
集
め
て
持
ち
去
っ
た
。

数
時
間
後
、
消
火
器
を
持
参
し
、

薬
剤
詰
替
え
代
金
の
支
払
い
を
求

め
ら
れ
た
が
、
不
当
に
高
額
で
あ

っ
た
た
め
社
内
で
問
題
と
な
り
紛

糾
し
た
。
会
社
の
信
用
問
題
も
あ

る
の
で
、
不
当
な
請
求
を
承
知
の

う
え
で
、
51
万
６
０
０
０
円
の
支

払
い
を
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は

▽
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を

求
め
る

▽
は
っ
き
り
と
購
入
や
点
検
を

拒
否
す
る

▽
契
約
書
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い

※
不
適
正
な
点
検
や
高
額
請
求

を
す
る
業
者
が
、
居
直
っ
た
り
脅

迫
的
な
言
動
に
出
た
と
き
は
、
警

察
署
や
消
防
本
部
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

冬が近づき寒さが増してきました。この時季に

なると火を使う機会も多くなり、火災件数も増え

てきます。火災の多くはふだんの生活のちょっと

した火の不始末や不注意によって起こっていま

す。一人ひとりが予防を心がけ火災を未然に防い

でいきましょう。

一方、救急の出動件数においても年々増加して

います。一人ひとりが安全を心がけ、緊急時でも

慌てることなく対応できるようにしましょう。

�
火
災
は
大
切
な
家
族
や
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す

（
写
真
＝
消
防
白
書
よ
り
）

�
昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
救
急
フ
ェ
ア
の
様
子

平成1 1年

1 2年

1 3年

1 4年

1 5年

４

７

７

４

３

２

２

４

４

０

８

２

７

４

２

２

２

４

１

３

16

13

22

13

８

区分

年別 車　両

火 災 種 別 （ 件 ）
合計

その他林　野建　物

《別表１》 過去５年間の火災件数の推移

平
成
15
年
１
月
か
ら
10
月
ま
で

の
救
急
出
動
件
数
は
８
９
３
件

（
前
年
８
１
８
件
）
で
、
前
年
同
期

と
比
較
し
て
75
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
４

９
８
件
（
前
年
４
４
８
件
）、
交
通

事
故
が
１
２
５

件
（
前
年
１
０

５
件
）
、
一
般

負
傷
が
１
７
７

件
（
前
年
１
７

３
件
）
、
そ
の

他
が
93
件
（
前

年
92
件
）
と
な

っ
て
お
り
、
い

ず
れ
の
種
別
も

増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
急
病

が
増
加
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
過
去

５
年
間
の
救
急

出
動
件
数
の
推

移
は
別
表
２
の

と
お
り
で
す
。

救救

急急

出出

動動

のの

状状

況況

火火

災災

発発

生生

状状

況況

消消
防防
器器
具具
のの
訪訪
問問

点点
検検
等等
にに
ごご
注注
意意
をを

夜中に病院を探す時には？

消防本部に確認するか、ＵＲＬ：

h t t p : / / w e b . q q . p r e f . h y o g o . j p / q q / q q 2 8 g n

m e n u l t . a s p（兵庫県広域災害・救急

医療情報システム）を活用してくだ

さい。

道が混んでいる時、救急車で病院

へ運んでもらえるの？

救急車は、緊急に医療機関などへ

搬送する必要のある傷病者を、有効

に搬送する手段がない場合に要請す

ることとなっています。台数にも限

りがあるため、本当に必要な人のた

めに、緊急でない場合は時間がかか

っても自家用車などで病院へ行って

ください。

救急車を呼ぶ時、どんなことに注

意すればいいの？

落ち着いて、場所、けがや病気の

内容、氏名、電話番号などを正確に

伝え、こちらの問いかけに簡潔に答

えてください。

救急車を呼ぶ時､サイレンを止め

てもらえるの？

緊急自動車はサイレンを鳴らして

走行することが法令で定められてい

ます。事故防止などの観点からご理

解願います。

救急車が到着するまでの間、私た

ちにできることは？

傷病の状態に合わせて、皆さんに

もできる応急手当があります。適切

な応急手当を実施してください。

応急手当を身につけるには？

消防本部では、普通救命講習会、

一般救急講習会などを開催したり、

希望に応じて指導を行っています。

詳しいことは、消防本部まで問い合

わせてください。

これまでにどれぐらいの人が講習

会を受講したの？

普通救命講習会は、平成８年４月

から実施しており、今年1 0月末まで

に受講した人は延べ3 , 3 2 5人となっ

ています。これは町の成人人口の約

15％にあたります。町役場の職員も、

延べ3 4 0人が受講しており、今後も

積極的に受講していただけるよう呼

びかけていきたいと考えています。

ひとりでも参加できる講習会はあ

るの？

消防本部では、住民を対象とした

普通救命講習会を毎年開催していま

す。今年度も開催を予定しています

ので、詳細が決まり次第インターネ

ットなどでお知らせします。

Ｑ ＆ Ａ

平成11年

12年

13年

14年

15年

754

845

843

1023

893

132

137

139

143

125

145

179

170

222

177

65

90

95

113

93

412

439

439

545

498

741

844

843

1024

868

区分

年別

出動
件数
(件) その他急　病一般負傷交通事故

種 別 件 数 搬送
人員
(人)

《別表２》 過去５年間の救急出動件数の推移

※平成15年は同年10月31日現在の件数です

※平成15年は同年10月31日現在の件数です
消防団は、消防活動を通じて

地域の安全を確保しています。また、地

域住民と密接につながった公的機関でもありま

す。町内には現在、3 1分団、約5 0 0人の消防団員が各地

域で活躍しています。消防団員は、普段は各自の仕事にたず

さわり、火災などの災害が発生した時には、いち早く出動して

消火活動や水防活動を行っています。各分団では、消防ポンプの点

検や消火訓練を実施する以外にも、地元で行われる行事の警戒を行っ

たり、運営に協力するなど、地域のコミュニティ活動とも密接にかか

わりながら、防火防災意識の普及啓発を行っています。

このたび、これらの活動の功績が認められ、兵庫県消防協会から表彰

旗を受賞されました。これを

契機に、より一層消防団活

動を充実させ、地域の人々

といっしょに安全なまちづ

くりを進めていきたいと

考えています。消防団

活動に関心をもたれ

る方は、ぜひ消防

団にお入りく

ださい。

地地 域域 をを 守守 るる 消消 防防 団団

問合せ
消
防
本
部

�
７
６
６
・
０
１
１
９

町
で
は
、
11
月
15
日
〜
同
21
日

の
「
環
境
美
化
週
間
」
中
に
関
係

機
関
協
力
の
も
と
、
違
反
広
告
物

の
一
斉
除
却
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

▼
実
施
日
11
月
20
日
（
木
）

▼
と
こ
ろ
町
内
全
域

町
内
全
域
は
屋
外
広
告
物
の
規

制
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
電
柱
や
街
灯
、
道
路
上
の
柵
な

ど
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
無
許
可
で
掲

出
さ
れ
る
広
告
物
、
違
反
広
告
物

が
あ
り
ま
す
。
「
は
り
紙
・
は
り

札
・
立
看
板
・
の
ぼ
り
」
の
掲
出

は
ま
ち
な
み
や
生
活
環
境
が
損
な

わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
・

歩
行
を
阻
害
す
る
と
い
っ
た
安
全

面
か
ら
見
て
も
適
正
な
状
態
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
年
間
を
通
じ
こ
れ
ら

の
違
反
広
告
物
に
つ
い
て
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、
警
告
す
る
「
違
反

シ
ー
ル
」
を
貼
付
け
し
、
一
定
期

間
経
過
後
に
除
却
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
４
）
へ
。

違
反
広
告
物
の

を
実
施

家
族
み
ん
な
で
協
力
し
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
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